
Omboo!：心も潤すミスト型エージェントの提案
Omboo!: Mist-type agent that also enrich your heart
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Abstract: あなたの部屋に置いてある加湿器からふき出るミストに手をかざして遊んだことはない
だろうか．もし，このミストに心が宿るとしたらどうだろう．部屋のみならず私たちの心を潤してく
れるものにならないだろうか．本稿では，心も潤すミスト型エージェント〈Omboo!〉のコンセプト
を述べ，その実現に向けたインタラクションデザインについて議論する．

1 はじめに
私の部屋には様々な物が置いてある．それぞれが自
分の役割を果たすかのように，ある物は動き，ある物
は人からの指示を待っているようにただそこにポツン
と存在している．その中に「ぽっぽ」とミストをふき出
す加湿器があった．ある時私が物音をたてると、ミス
トが隠れるように出てこなくなったが、しばらくする
と、また元のリズムでミストをふき出しはじめた．私
は少し気になり近づいていみると，ミストのリズムが
少しずつ早くなったように感じた．じーっと見つめて
いると落ち着いたのか少しずつミストのリズムが元に
戻っていった．不思議に思い，私はその加湿器に声をか
けてみるとミストの出るリズムが変化し，まるで私の
声に反応したかのように思えた．それ以来，私は加湿
器を机の隅に置き，たまに意識を向けては声をかけた
りしている．その加湿器から出てくるミストがなにか
しているわけではない．しかし，わずかな存在を感じ
るだけでどこか私の心が安らぐように感じたのである．
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

世の中にある様々なソーシャルロボットは人と関わ
るために様々な振る舞いをする．しかし、言葉を発す
るロボットとは会話でのコミュニケーションを図ると
いうように関わり方の自由度がなかったり、ロボットが
人に関わろうと話しかけたりすることで反ってロボッ
トの主張が強くなり、長時間接すると気疲れしてしま
うといったことも考えられる．また，そのようなソー
シャルロボットは人型やペットなどの愛玩動物を模し
たものが多く，適応ギャップの問題があるとし [1]，こ
の問題を解決するために，適切なメンタルモデルを構
築できるようにした手法のひとつとして挙げられるの
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がミニマルデザインである．また、エージェントとの
インタラクションにおける特性としてエージェンシー、
社会性が挙げられる．これらを先述したミニマルデザ
インによって、主張の強くない、様々なインタラクショ
ンを可能とするエージェントを生み出せるのではない
かと考えた．
本稿では、加湿器からふき出るミストの出るリズム
を周囲の環境や人間からの作用によって変化させるこ
とで生まれるミスト型エージェント〈Omboo!〉（図 1）
の基本コンセプトとインタラクションデザインについ
て議論する．

図 1: ミスト型エージェント〈Omboo!〉

2 研究背景
2.1 適応ギャップ
小松らは、人間はエージェントの外見からモデル化
し、そのモデルに基づいてインタラクションを構成し
ていくと考え、人間によるエージェントの（機能）モ
デルと実際のエージェントの機能との差異を適応ギャッ
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プ（Adaptaion Gap）としている [1]．そこで、実際の
機能が人間がモデル化したものより低い場合を負の適
応ギャップとし、実際の機能が人間がモデル化したも
のより高い場合を正の適応ギャップとする．その時に、
負の適応ギャップでは、エージェントに対してユーザ
が落胆しインタラクションが継続しないと考えられる．
また、正の適応ギャップではエージェントと関わってい
くうちに新たな機能に気づかされ、インタラクション
が継続されると考えられる．この適応ギャップの問題
を解決する手法のひとつとしてミニマルデザインを取
り入れている．

2.2 ミニマルデザイン
ミニマルデザインとは、一般的に要素をそぎ落とし、
シンプルにすることであるが、ユーザの解釈を多様化
するという意味も含まれている．著者らは「コミュニ
ケーションにおけるミニマルデザイン」という概念を
新たに導入し、相手の解釈を積極的に引き出しつつ、
その解釈を方向付ける最小の手がかり（minimal cues）
を利用したコミュニケーション形態を「関係論的なコ
ミュニケーション」と呼び、議論している [2]．

2.3 ロブジェクト
2.3.1 身近な物とのインタラクション
Human-Agent Interactionの分野では，身近にある
物のなかで 1本の棒の動きや消しゴムの状態を変化さ
せることで人の物に対する印象の変化について研究さ
れている [3][4]．これらの研究を基に，単なる物に対し
て何かしらの変化を与えることで，エージェンシーや
アニマシー，社会性といった特性がその物に生まれる
のではないかと考えた．
ICD-LAB ではミニマルデザインの考え方を取り入
れたロボットとして、身近な物にロボットとしての要
素を加えたロブジェクトを提案している．

2.3.2 ロブジェクト
身の回りには様々な物が存在するが，我々に対して
なにか自発的に作用することはなく，人から物へと一
方通行の関係となっている．一方でソーシャルなロボッ
トでは，言葉や動作から人とのコミュニケーションを可
能としている．しかし，このようなロボットでは人に対
する主張が大きく，長時間接しているとどこか気疲れ
してしまわないだろうか．そこで，物の機能と見た目を
備えたロボットについて考える．ロボットでありながら
物の外見と機能を備えているため，生活空間に溶け込

みやすい．また機能が物と同じであることから直感的
に扱いやすくソーシャルなロボットと比較して人が受
け入れやすいという社会的受容性が高いと考えられる．
この 2つの要素を組み合わせたロボットを物 (Object)

とロボット (Robot)からロブジェクト (Robject)とい
う造語で表している．著者らが所属する ICD-LABで
は，ゴミ箱やダイニングテーブル，マイク，ランプなど
のオブジェクトにエージェンシーを備えることでエー
ジェントとして構築し，関係論的な行為方略に基づく
インタラクションデザインを提案してきた [6][7][8][9]．
本稿で提案するミストタイプエージェントは，加湿器
型ロボットから生み出されているため，ロブジェクト
としての特性を持っていると捉えられる．

2.4 エージェンシーと社会性
エージェントにおけるエージェンシーについて，こ
れは物が意思をもっているかどうかという行為主体性
と捉える．また，エージェントにおける社会性につい
てはエージェントが備えているアニマシーやエージェ
ンシー，発話，動作等のインタラクションを行う際の
手がかりと捉える [10]．エージェンシー，社会性をを
ミニマルにデザインすることで人側に解釈の余地を残
し，日常生活に溶け込みやすいエージェントを生み出
せるのではないかと考えた．

2.4.1 ミニマルなエージェンシー
「ミニマルなエージェンシー」は，確かにその場に存
在しているが，存在がおぼろげでエージェントの意思
に気づく人にしか気づかないわずかなエージェンシー
である．エージェンシーが大きければ主張が強くなり，
決まった相手や場でしか関わることができない．しか
し，エージェンシーをミニマルにすることで主張が弱
くなり，エージェントが生活空間に溶け込みやすくな
ると考えられる．

2.4.2 ミニマルな社会性
「ミニマルな社会性」は，最小限の振る舞いや動作
から得られる社会性と捉える．既存のソーシャルロボッ
トでは，そのロボットとの関わり方が強制されている
と感じることがある．しかし，振る舞いを最小限にし，
エージェントから得られる手がかりを最小限にするこ
とで人側の解釈の幅が広がりエージェントと多様な関
わり方ができると思われる．



3 ミスト型エージェント
〈Omboo!〉

3.1 コンセプト
生活空間にただ存在しているだけで，人に対して何
も働きかけない存在について考えてみる．今までのソー
シャルロボットは，人や周囲に対して何かしら働きか
けるものがほとんどである．そこで，「ただそばにいる
だけで気づく人にしか気づかない存在」，そんなエー
ジェントはどうだろうか．部屋に置いてある加湿器か
ら出てくるミストは，目を向けることではじめて気づ
くようなミニマルな存在だといえる．またそのミスト
は，風にゆられて様々なかたちとなりそれに何かしら
の印象を受けることもあるだろう．そこで，周囲の環
境や人からの作用によってミストの出るリズムを変化
させ、人の心を潤してくれるようなエージェントは生
み出せないだろうかという発想から，本稿で提案する
〈Omboo!〉が生まれた．

3.2 ハードウェア構成
ミストを発生させる加湿器のハードウェア構成を図 2

に示す．加湿器の上部には，水をいれるためのタンクと
ミストを発生させるための超音波ミスト発生モジュー
ルが搭載されている．加湿器の下部には，人の顔を認
識するためのカメラと音声を認識するためのマイク及
び，それを内蔵した全体の制御を担うマイコンボード
が搭載されている．

図 2: ハードウェア構成

3.3 ソフトウェア構成
システム構成を図 3に示す．入力としてカメラで顔の
認識と，マイクで音声、測距センサで人との距離を測定
している．入力された情報を基にマイコンで〈Omboo!〉
の振る舞いを生成している．そして，出力としてミス

ト発生モジュールに指令を送り、ミストの出るリズム
を制御している．

図 3: ソフトウェア構成

4 Omboo!とのインタラクション
普段は鼓動のように一定のリズムで加湿器から〈Om-

boo!〉がふき出ている．周囲で何か物音がすると隠れ
るようにミストが一定時間ミストが出てこなくなるが、
その後〈Omboo!〉が元のリズムでふき出る．また、人
が近づくと緊張しているかのように、〈Omboo!〉の出
るリズムが速くなり、慣れてくるとふき出るリズムが
元に戻っていく．さらに，〈Omboo!〉に人が話しかける
と〈Omboo!〉の出るリズムが変化し，社会的随伴性を
示す．これらの〈Omboo!〉の振る舞いは見える人にし
か見えないミニマルなエージェンシー，社会性が備わっ
ており，振る舞いによって様々な解釈を生みだすこと
ができる．そのため，ある人は机の端に置いたり，あ
る人は会議室に置いたりと，人によって様々なインタ
ラクションを引き出せると考えられる．

5 おわりに
本稿では，周囲の環境や人からの作用によって加湿
器からふき出るミストの出るリズムを変化させること
で「見える人には見える」，「気づく人には気づく」わず
かなエージェンシーを備えたミストタイプのエージェ
ント〈Omboo!〉を提案した．
今後は，フィールドワークや印象実験を行い，人が

〈Omboo!〉とどのように関わるのか，また〈Omboo!〉
をどのように感じるのかを実験・検証していこうと考
えている．
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